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高校生から届いたはがき 
                 美濃市中学校長会長        

                  小野木 卓（美濃中） 

 

「校長先生、お元気ですか。僕は今修学旅行で韓国に来て 

います。今日はいろんな物が買えてよかったです。食事は 

キムチがいつも出て、あまり好きじゃないけれど、カルビ 

とかはうまいです。 

校長先生はたまに祭りとかで見かけるけど、元気そうな 

んで、これからも風邪をひかないよう気を付けてください。」 

 

 １１月に入って学校に届いたはがき。内容の大半は彼の中３担任へのもので、その端にあっ

た私への言葉。そこからエネルギッシュな一面、笑顔、あたたかさ…、彼の人柄が伝わってく

る。中学生の時のままだ。 

 うれしい。手書きのたよりは良いものだ。 

 

 ところで、私が手紙やはがきを手書きで出したのはいつだったか… 

 私には苦手や弱みがいっぱいある。できないと思うことも多い。その一つが字だ。普段は忘

れているが、苦手だ。私が気をつけて書いた字を世間は美しいと感じない。私自身も美しいと

思わないのだから世間は悪くない。だから私は手書きの手紙を出したことがほとんどない。 

 が、しかし、私はこれで良いのだろうか。 

 

 届いたはがきの字は整った書き出しから徐々に大きくなり、後半は最初の３倍ぐらいある。

列も進むほど右肩が上がり、字も暴れている。これで良いのだ。 

 私は毎日、自分の言葉、自分の考え、自分の姿を、いろんな所でいろんな人に伝えている。

そうしなければ仕事にならない。自分が気づいていないだけで、自分の長短すべてを人に見て

もらって生活している。 

 茶色いハトとヤマドリの区別がつかず、花びらが落ちそうなチューリップを見て「この花は

何？」と聞いた私だ。今さら直筆を隠しても、あるいはさらしても、人生何も変わらないだろ

う。 

 

 弱みを隠そうとする自分の生き方を変えることが 

気持ちの良い生きざまになる。彼の贈り物を見て、 

ありのままの自分に近づきたいと思った。 
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特別支援教育のさらなる充実を求めて  

中学校における生徒指導上の問題と発達障がい 鹿嶋 真弓 高知大学准教授 

通常学級においても発達障がいのある子への支援があたりまえとされるようになってきた。しかし、すべての教

師が、特別支援教育や発達障害に関する専門的な知識を持って指導しているわけではない。いままで培ってきた生

徒指導や学級経営を駆使してもうまくいかず、学級崩壊に至るケースも少なくない。 

「困った子」は「困っている子」  

「私はバカなの！バカはどんなにやってもできないの。だったら先生、私のバカなおしてよ！」 

と泣きながら訴えられたことがある。理科係の仕事を率先して行うほど理科が好きで、日々の宿題 

は必ずやってくる中学１年生の女の子。ただ、テストとなるとほとんど点数には結びつかない。 

 その日は、理科の再テストの日だったが、受けずに帰ろうとしていた。「どうしたの？今日、再テストだよ」と

声をかけたとたん、堰を切ったように出てきた言葉だった。私は返す言葉もなく、泣きじゃくるその子を抱きしめ

ることしかできなかった。 

この出来事をきっかけに、その子が何に困っているのか、どのように困っているのか、本人に話を聞くことがで

きた。この子の場合、漢字がほとんど読めていないことがわかった。教科書を読むときも漢字をとばしてひらがな

とカタカナだけを読んでいたとのこと。中学１年になるまで、誰にも気づいてもらえず、「ちゃんと読んで」「が

んばって読んで」と常に精神論を押しつけられていた。 

その後、彼女の困り感について、どのような状態で、どのような支援をしていくか保護者を交えて話し合った。

通常３０分もあればできる宿題を、彼女は２時間以上かけてやっていたこともわかった。母親は、教科書に書かれ

ている漢字にふりがなをふってくれることを約束してくれた。また、学校で配布するプリントにはできる範囲でル

ビをふることにした。さらに、週２回、放課後、絵カードを使った漢字の個別学習も始めた。 

泣きながらもこの子のように困っていると表現できる子には、まだ対応のしようもある。「困っている子」の多

くはそれすら言えず、大人たちから「ちゃんと」「しっかり」「がんばって」とエールを送り続けられているのだ。 

「感情」と「行動」を区別する  

小学校時代からすぐキレルと言われてきた男の子。クラスで彼から暴力をふるわれたことがない子は、男女問わ

ずいなかった。いやなこと気に入らないことがあると、人に暴力をふるったり物に当たったり。すぐに手が出る、

足も出る。先生が注意しても斜に構えてにらむだけ。イライラしてくると先生に対しても、暴言を吐き殴りかかっ

てくる。興奮している時は、何を言っても話にならない。きっと小学校時代、何度注意しても変わらないため、先

生から叱責や非難を受けることも多かったにちがいない。その結果二次障害として反抗的な態度をとるようになっ

たと考えられる。中学入学後も、誰が注意しても決して受け入れようとはしなかった。彼から返ってくる言葉はい

つも「はぁ～？」「うぜ～」「あっち行け」。小学校時代から「悪い子」のレッテルを貼られてしまったのだろう。 

この子は、はじめからそうだったのだろうか？きっと、自分の気持ちをわかってもらおうと、必死で話していた

ころもあったにちがいない。しかし、不幸にもまるごと自分を受け止めてくれる人に出会えない 

まま、心を閉ざしてしまったのだろう。言っても無駄とあきらめ、だれもわかってくれないなら 

自分で自分を守るしかないという気持ちになっていったのかもしれない。 

では、なぜ先生たちは、大切とわかっている受容や共感をしないでここまできてしまったのか。きっと、暴力に

対して受容や共感をしたら、その「行動」までも許してしまうことになると危惧したからではないだろうか。 

人は自分の悔しい気持ちやイライラした気持ちを受け止めてもらえるだけで落ち着く。自分の気持ちをわかって

もらえる人の存在はとても大きい。つまり、教師は子どもの「感情」と「行動」を区別した上で、その子の「感情」

をしっかりと受け止めてあげることが大切である。まさに「なおそうとするな、わかろうとせよ」である。暴力を

ふるうのは性格が悪いからではない。いやなことがあったときの行動のレパートリーとして暴力しかなかっただけ。

今度同じような気持ちになったとき、その感情をおさめる方法として、「暴力」や「暴れる」以外の望ましい行動

のレパートリーを一緒に考え、感情のコントロールに関するソーシャルスキルトレーニングを学級全体で行うのも

一つの方法である。 

この子の場合、「バカにされた」と感じた時、感情が抑えられず暴れていたことがわかった。今後「バカにされ

た」と感じたら、とにかく先生のところに話にくるように伝えた。そして、どのようなことがあっても、叱らずに

まずは話を聞くことを約束した。こうした対応をしたことで、暴れている自分に気づくまでの時間が短くなった。

すぐに失敗を認めポロポロと大粒の涙を流しながら「ごめんなさい」と言えるようになった。        
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「自ら学び、仲間とともに高め合う児童の育成」 

美濃小公表会（美濃教事指定研修校）１０月１７日（木） 

台風のため１日延期になりましたが、子どもたちの元気な姿で 

平成２３年～２５年度の３年間の成果を公表して頂きました。 

研究内容の①児童の思考の流れを大切にした単元構成の工夫、 

②学びを広げ、深めるための単位時間の工夫の関連をより図るこ 

とで、研究主題の「自ら学び、仲間とともに高め合う児童の育成」 

に国語・算数・理科・特別支援教育の４部会で、実践的な研究に 

取り組まれました。 

「教師の指導が変われば、子どもの学びが変わる」を合い言葉に、 

先生方が精力的に授業実践に取り組まれている姿が、大変印象的 

でした。 

美濃教育事務所からも、美濃小のすばらしい実践の公表を受け 

各学校も確かな学力の育成のために、自校の課題を明確にし、学 

力と学習力を高める取り組みに、さらに頑張っていってほしいと 

のお話がありました。 

 

「よさを認め合い、相手の気持ちを考えて関わることのできる児童を育てる」 

牧谷小公表会（美濃市幼保小中高人権教育連絡会） １０月３０日（水） 

学校再編から５年目を迎え、広い校区を持ち、小規模校という 

特性から集団が固定化し仲間関係に課題が出やすいが、全教育活 

動を通して、いじめや差別、偏見を解消するための見方や考え方 

を身につけさせ、相手の気持ちがわかる子を育成している。学校 

教育目標の「夢をふくらませる子」をめざし、子どもたちが、大 

変仲良く活動していた。 

美濃教育事務所事の坂野隆課長補佐からは 

① 子どもたちの「こんにちは」の明るい声がいい。心が解放さ 

れている証拠である。日々の生活に安心・安定感がある。 

② 人権教育の３つの力の授業は多く見られるが、初めて人権課題の授業を見た。「美濃市の学校

人権教育を推進するための全体構想」がしっかりしている。 

③ 異年齢集団の活動がいろいろな場面に取り入れられていてすばらしい、と講評して頂きました。 

お茶受けに出された、学校で栽培された「生しいたけの炒めもの」が大変おいしかった。 

 

研究所指導員の授業公開（１１月６日（水）） 

◎宮西 尚子 藍見小教諭 ６年生・図工 

体育館でのすばらしい授業環境設定やきっちりした指導案等、 

教科の専門性を生かした先進的な授業を公開して頂きました。 

参観された先生方や可茂教育事務所の多田仁課長補佐からは、 

「なかなか図工の授業を参観する機会が少ないが、今回すばら 

しい授業を参観することができ、大変ありがたかった。」との 

声を頂きました。 
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創造展作品鑑賞研修会 １１月１２日（火）１６：１５～１７：１５ 

会場：美濃市中央公民館   参加者：約３０名 

講師：可茂教育事務所 多田 仁 課長補佐 様 

今年度、初めて創造展の準備後に作品鑑賞会が実施されました。 

講師の多田先生から、作品の鑑賞で大切なこととして、子ども目線 

で観る。作品から子どもの声を聴くなどの話をお聞きしたあと、各 

学年の発達段階に応じた、作品の特徴や指導法を教えて頂きました。 

低学年の幼児性の残る作品、クレパスなどのしまい方、中学年の 

創造性のある作品と観察、手の動きの表し方など。最後に教科書を 

大いに参考にするとよいこと。美濃市でしか体験できない和紙の作 

品づくりを大いに体験させてほしいことなど、１時間を超え熱心なご指導をいただきました。 

学校所員・教育実践記録研修③ １１月１５日（金）１５：１５～１６：４５ 

いよいよ教育実践記録もまとめの時期となる中、第３回

目の研修会を実施しました。今回は、昨年度、最優秀賞を

受賞された、美濃小学校の鷲見宏太教諭を講師にお願いし

て、実践記録のまとめ方を中心にお話をして頂きました。 

その後、グループに分かれ、学校所員が中心となって各

先生方の実践を交流し、鷲見先生や研究所指導員の大矢田

小学校の澤田小百合先生の指導を受けながら、１月７日の

提出期限に向け、各自の実践のまとめ方や今後の取り組み

を確認しました。 

～研究所からのお願い～ 

① 公開された指導案をデータで送付ください。 

今年度も多くの授業公開が、各学校でなされています。是非、研究所までデータを送付ください。 

現在、美濃小①・大矢田小⑬・藍見小⑤・中有知小②・美濃中②・昭和中③の指導案がデータとし

て文書キャビネットに入っており、皆さんに提供されています。          

② 教育研究所講座等のアンケートの実施について 

◎今年度も１２月９日～１８日の間にアンケートを実施致しますので、ご協力よろしくお願い致します。 

雑感  ～  ５－１－１－１－１―１＝０  ～ 

 先日、娘が子どもたちを連れて来た。一番下は、よちよち歩きの１歳８ヶ月である。 

その孫が、みかんの皮を剥いてほしいと持ってきた。少しだけ剥いてやると、 

後は自分でちぎっては剥き、ちぎっては剥きして、何とか剥き終え、食べた。 

 私のところには剥いたみかんの皮が残ったので、孫に皮をゴミ箱に捨てるように言うと、立ち上

がり、剥いた皮を一つつまんでゴミ箱まで運んだ。ほめてやってから、まだ残っているというと、

また皮を一つつまんで運んだ。そうやって五回ほど運んで、皮はきれいに無くなった。 

 そうか、子どもは、全部一緒にゴミ箱に入れることは考えないのだ。一つ一つ無くしていくのか。 

困った子についても、つい大人の目線で判断してしまうが、子どもにとっての目線とは何か。今ま

で長く教育に携わってきたにもかかわらず、申し訳ないと思うことが多々思い出された。 

そういえば、私たち大人だって、一度にあれもこれもやろうとすると、何か忘れてしまったり、

言いたいことを一生懸命話しても、なかなか相手にわかってもらえないことが多々ある。よし焦ら

ず一つずつ一つずつ。でも年取ると幼児に返るというから、私は単なる老化かもしれないが～？ 
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